
保険料収入
22億2,057万円

保健事業費
1億1,408万6千円

保険給付費
13億165万9千円

［保険料収入の59％に相当］

その他経常収入
1,644万3千円

●国庫負担金収入
●雑収入

61万1千円
1,531万2千円

など

その他経常支出
7,271万1千円

●事務費
●連合会費

6,651万5千円
149万6千円

など

●調整保険料収入

●繰越金
●財政調整事業交付金

●その他

3,001万9千円
1億5,000万円

1,500万円
6千円

●財政調整事業拠出金

●予備費
●その他

3,001万9千円
4,332万5千円

9千円

●前期高齢者納付金

●後期高齢者支援金

●退職者給付拠出金

●その他

3億6,998万5千円

4億8,943万6千円

1,080万5千円
3千円

納付金 8億7,022万9千円
［保険料収入の39％に相当］

予算の基礎数値（年間平均）
被保険者数 4,242人
平均標準報酬月額 351,000円
保険料率
　事業主
　被保険者

100.0/1000
50.5/1000
49.5/1000

平成30年度予算が決まりました

収入合計 24億3,203万8千円 支出合計 24億3,203万8千円

支出収入

573,323円被保険者1人当たりの予算額

保険料
523,472円

雑収入 3,610円 保健事業費
26,894円

予備費 10,213円繰越金 35,361円 その他の収入 10,880円 事務費 15,680円
その他の支出 8,540円

保険給付費
306,850円納付金

205,146円
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介護保険の収支

予算の基礎数値
徴収対象第２号被保険者数 2,256人
平均標準報酬月額 405,327円
保険料率
　事業主
　被保険者

17.0/1000
8.5/1000
8.5/1000

科目 金額
介護保険収入 2億4,703万8千円
雑収入等 2千円

収入合計 2億4,704万0千円

科目 金額
介護納付金 2億3,557万9千円
介護保険料還付金 13万0千円
雑支出 2千円
予備費 1,132万9千円

支出合計 2億4,704万0千円

健
康
保
険

■
健
保
組
合
を
取
り
巻
く
状
況

平
成
30
年
度
は
節
目
の
1
年

　

健
康
保
険
組
合
連
合
会
（
健
保
連
）
が
昨
年
9
月
に
発
表
し
た

「
2
0
2
5
年
度
に
向
け
た
医
療
・
医
療
保
険
制
度
改
革
に
つ

い
て
」
に
よ
る
と
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
到
達
す
る

2
0
2
5
年
に
は
、
高
齢
者
医
療
の
た
め
の
拠
出
金
の
割
合
が
50

％
以
上
の
健
保
組
合
は
8
7
0
組
合
（
全
体
の
62
％
）
に
達
し
、

さ
ら
に
健
保
組
合
の
平
均
保
険
料
率
は
千
分
の
1
1
8
に
ま
で
上

昇
し
、
協
会
け
ん
ぽ
の
平
均
保
険
料
率
以
上
の
健
保
組
合
は
全
体

の
27
％
と
な
り
、
4
分
の
１
の
健
保
組
合
が
解
散
を
検
討
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
健
保
連
は
、
こ
う
い

う
状
況
を
回
避
す
る
た
め
に
、
①
現
役
世
代
の
負
担
に
一
定
の
歯

止
め
を
設
け
る
、
②
高
齢
者
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め
る
、
③
必

要
な
税
財
源
を
確
保
す
る
な
ど
の
提
言
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
健
保
組
合
は
高
齢
者
医
療
を
支
え
る
た
め
の
多
額
の
拠

出
金
を
国
に
納
め
て
お
り
、
そ
れ
が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
大
変

に
厳
し
い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
平
成
30

年
度
は
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
、
中
間
サ
ー
バ
ー
等

の
運
営
負
担
金
の
問
題
な
ど
に
加
え
、
第
2
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計

画
、
第
3
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
ス
タ
ー
ト
、
国
民
健

康
保
険
の
都
道
府
県
単
位
化
な
ど
、
多
く
の
改
革
が
集
中
し
て
お

り
、
健
保
組
合
に
と
っ
て
も
大
き
な
節
目
の
1
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。■

平
成
30
年
度
予
算
の
状
況

前
年
度
と
同
じ
保
険
料
率
で
予
算
編
成

　

主
な
収
入
で
あ
る
保
険
料
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
4
，

8
1
9
万
４
千
円
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
支
出
に
お
い
て
は
医
療
費
な
ど
の
保
険
給
付
費
は
年
々

大
き
く
膨
ら
み
、
前
年
度
比
5
，
5
2
7
万
６
千
円
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
医
療
制
度
に
か
か
る
納
付
金
に
つ
い

て
は
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
の
精
算
等
で
前
年
度
比
１
億
5
，

1
1
8
万
３
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
第
2
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

9
0
1
万
５
千
円
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
納
付
金
が
下
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
繰
越
金

１
億
5
，
0
0
0
万
円
の
み
で
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
か
り
、
経

常
収
支
で
は
１
億
2
，
1
6
7
万
２
千
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
取
り
巻
く
状
況
で
も
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、

第
2
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
・
第
3
期
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
実
施
年
に
あ
た
り
、
保
健
事
業
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
み
な

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
保
健
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
と
も

に
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
に
励
ま
れ
、
ま
た
受
診
の
際
に
は
効
果

的
・
効
率
的
に
受
診
し
て
い
た
だ
き
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

積
極
的
な
利
用
、
そ
し
て
日
頃
の
健
康
管
理
に
留
意
し
て
、
医
療

費
の
節
減
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

介
護
保
険

■
平
成
30
年
度
予
算
の
状
況

介
護
保
険
料
率
を
千
分
の
17
・
0
に
引
き
上
げ

　

介
護
保
険
制
度
は
市
町
村
が
運
営
を
行
い
、
健
保
組
合
は
介
護

保
険
料
の
徴
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
率
は
、
行
政
当
局
か
ら
通
知
さ
れ
る
当
健
保
組
合

の
介
護
納
付
金
に
基
づ
き
、
年
度
ご
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。
平
成

30
年
度
は
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
等
も
あ
り
、
介
護
納
付
金
に
つ

い
て
、
前
年
度
比
約
1
，
2
0
0
万
円
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

介
護
保
険
料
率
を
千
分
の
14
・
6
か
ら
17
・
0
（
事
業
主
・
被
保

険
者
そ
れ
ぞ
れ
千
分
の
8
・
5
）
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
対
応
し

ま
す
。

先
の
組
合
会
に
お
い
て
、
当
健
保
組
合
の
平
成
30
年
度
予
算
と
事
業
計
画
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

収 入 支 出
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経常収入支出差引額
8,263万5千円

経常外収入
2億2,778万6千円

保険料
23億7,474万9千円

その他経常収入
2,160万8千円

経常外支出
3,055万5千円

その他経常支出
5,435万2千円

保健事業費
8,341万7千円

納付金
10億2,294万8千円

保険給付費
11億5,300万5千円

収入の大部分は、み
なさんと事業主が納
める保険料です！

みなさんへの保険給付
などに要した費用です
保険料収入の49％

各種検診・人間ドッ
ク等を実施しました

お年寄りの医療を支
えるために国へ納め
ました
保険料収入の43％

健
康
保
険

経
常
収
入
支
出
差
引
額
8
，
2
6
3
万
５
千
円

　

健
保
組
合
の
収
入
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
の

は
、
み
な
さ
ん
と
事
業
主
が
相
互
負
担
す
る
保
険
料

で
す
。
そ
し
て
、
支
出
の
多
く
は
み
な
さ
ん
へ
の
健

康
保
険
の
給
付
や
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
る
た
め

の
納
付
金
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
事
業
に
使
わ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
の
保
険
料
収
入
は
、
平
成
28
年
度
決

算
に
比
べ
て
4
，
9
5
1
万
５
千
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
施
設
利
用
料
収
入
な
ど
を
加
え
た

経
常
収
入
合
計
で
は
23
億
9
，
6
3
5
万
7
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

　

支
出
に
お
い
て
は
、
保
険
給
付
費
は
平
成
28
年
度

決
算
に
比
べ
て
9
，
8
8
4
万
３
千
円
の
大
幅
増
と
な

り
ま
し
た
。
組
合
財
政
を
圧
迫
し
て
い
る
納
付
金
は

前
期
高
齢
者
納
付
金
が
精
算
等
の
関
係
で
大
幅
に

減
少
し
た
た
め
、
平
成
28
年
度
決
算
に
比
べ
て
1
，

4
5
1
万
６
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、

保
健
事
業
費
や
事
務
費
な
ど
を
加
え
た
経
常
支
出
合

計
で
は
23
億
1
，3
7
2
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
組
合
財
政
の
健
全
性
を
示
す
経
常

収
入
支
出
差
引
額
で
は
8
，
2
6
3
万
５
千
円
の
黒

字
と
な
り
、
決
算
残
金
も
2
億
7
，
9
8
6
万
6
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
決
算
残
金
の
う
ち
、
約

1
億
3
，0
0
0
万
円
を
別
途
積
立
金
に
積
み
立
て
、

残
り
の
約
1
億
5
，
0
0
0
万
円
を
次
年
度
に
繰
り

越
し
ま
し
た
。

被 保 険 者 数
平均標準報酬月額
保 険 料 率

事 業 主
被 保 険 者

4,253人
357,546円
100/1000
50.5/1000
49.5/1000

決算の基礎数値

平成29年度決算が終わりました

収入 26億2,414万3千円 支出 23億4,427万7千円
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2,373

▲3,000

▲4,000

▲2,000

▲5,000

▲1,000

0

1,000

3,000

2,000

（億円）

平成23年度 平成24年度 平成26年度

▲3,497

平成27年度 平成28年度 平成29年度
（決算見込）

平成30年度
（予算早期集計）

▲2,973

平成25年度

▲1,154

634

1,279

▲3,024

▲1,381

徴収対象第２号被保険者数
平 均 標 準 報 酬 月 額
保 険 料 率

事 業 主
被 保 険 者

2,222人
410,776円
14.6/1000
7.3/1000
7.3/1000

科　　目

収入合計

介 護 保 険 収 入
繰 入 金
国庫補助金受入
雑 収 入

金　 額

2億2,867万2千円

2億1,505万6千円
1,107万7千円

253万3千円
6千円

科　　目

支出合計

介 護 納 付 金
介護保険料還付金

金　 額

2億2,834万8千円

2億2,834万3千円
5千円

収支差引額 32万4千円

収　入 支　出決算の基礎数値

介護保険の収支

介
護
保
険
　

収
支
差
引
額
32
万
４
円

　

介
護
保
険
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
よ
う
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
で
す
。
健
保
組
合
は
事

業
主
と
40
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
介
護
保
険
料
の

徴
収
を
行
い
、
介
護
保
険
の
事
業
運
営
に
協
力
し
て
い
ま
す
。　

　

平
成
29
年
度
の
決
算
は
、
別
表
の
と
お
り
32
万
４
千
円
の
決
算

残
金
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
決
算
残
金
は
全
額
、
準
備
金

に
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

介
護
納
付
金
に
は
段
階
的
に
総
報
酬
割
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
高
齢
化
と
合
わ
せ
て
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

健
保
組
合
を
取
り
巻
く
状
況

　

健
保
連
が
４
月
に
発
表
し
た
「
平
成
30
年
度
健
保
組
合
予
算

早
期
集
計
の
概
要
」
に
よ
る
と
、
健
保
組
合
全
体
の
6
割
を
超

え
る
8
6
6
組
合
が
赤
字
予
算
を
編
成
、
経
常
収
支
差
引
額
は

1
，
3
8
1
億
円
と
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
平
均
保
険
料

率
は
11
年
連
続
で
上
昇
し
て
92
・
15
‰
と
な
っ
て
お
り
、
協
会
け

ん
ぽ
の
平
均
保
険
料
率
（
千
分
の
1
0
0
）
以
上
の
健
保
組
合
は

3
1
3
組
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
率
の
上
昇
は
事
業
主
や
被
保
険
者
に
と
っ
て
大
き
な

負
担
で
あ
り
、
す
で
に
限
界
に
達
し
て
い
ま
す
。
健
保
連
で
は
、

2
0
2
5
年
度
に
は
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
拠
出
金
が
義
務
的
経

費
の
50
％
以
上
に
な
る
健
保
組
合
が
8
7
0
組
合（
全
体
の
62
％
）

に
の
ぼ
る
と
推
計
し
て
お
り
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩
壊
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
役
世
代
の
負
担
を
軽
減
し
、
国
民
皆
保
険
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
拠
出
金
の
上
限
設
定
、
高
齢
者
に
も
応
分

の
負
担
を
求
め
る
な
ど
の
高
齢
者
医
療
費
の
負
担
構
造
改
革
が
必

要
で
す
。

全国の健保組合の経常収支の推移
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　標準報酬月額28万円以上の現役並み所得区分を3段階に細分化し、自己負担限度額が下表のように引き上げられました。

「現役並み」の区分では、高額療養費の外来（個人ごと）の限度額が廃止されました。また、標準報酬月額26 万円以下の

「一般」の区分については外来の自己負担限度額が引き上げられました。

平成30年8月から70歳以上の高額療養費・
高額介護合算療養費の自己負担限度額が引き上げに

※1　対象世帯に70～ 74歳と 70歳未満が混在する場合、まず70～ 74
歳の自己負担額に70歳以上の限度額を適用した後、残る負担額と
70歳未満の自己負担額を合わせた額に70歳未満の限度額を適用。

※2　介護サービス利用者が世帯内に複数いる場合、医療保険分は19万円、
介護保険分は31万円の限度額を適用。

高額療養費 高額介護合算療養費

区分
70歳以上の自己負担限度額※1（世帯ごと）／月額 70歳以上の自己負担限度額※1

／年額（8月 1日～翌年 7月 31日）外来（個人ごと）／月額

現
役
並
み

Ⅲ
標準報酬月額
83万円以上

252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）× 1％
〈140,100 円〉

212 万円

Ⅱ
標準報酬月額
53万～ 79万円

167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）× 1％
〈93,000 円〉

141 万円

Ⅰ
標準報酬月額
28万～ 50万円

  80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）× 1％
〈44,400 円〉

67万円

一般
標準報酬月額
26万円以下

18,000 円
（年間上限 144,000 円）

57,600 円
〈44,400 円〉

56万円

Ⅱ住民税非課税
8,000 円

24,600 円 31 万円
Ⅰ住民税非課税

（所得が一定以下）
15,000 円 19 万円※2

「現役並み」の区分Ⅰ、Ⅱの人は、窓口支払い時に「限度
額適用認定証」を提示すると、区分に応じた自己負担限
度額までの支払いですみます。

〈　〉は直近12カ月間に同じ世帯で3カ月以上高額療養費に該当した場合の4カ月目以降の金額です。

Health  Information

　入院時の食事費用のうち調理費相当額が引き上げられ、4月
から1食当たりの負担額が460円になりました。

〈入院時１食当たりの負担額〉

〈医療療養病床入院時１日当たりの居住費負担額〉

　医療療養病床（長期にわたり療養が必要な患者のための病床
で医療保険から給付を受けるもの）に入院する65歳以上の患
者の居住費（光熱水費相当）が、医療の必要性が高い人につい
ても370円に引き上げられました。

※②③に該当しない指定難病、小児慢性特定疾病の患者負担額
は260円で据え置き

※指定難病患者、老齢福祉年金受給者は負担なしで据え置き

入院時の食費負担が
1食460円に

65歳以上の医療療養病床入院時の
居住費負担が1日370円に

平成 30年
3月31日まで

平成 30年
4月1日から

①一般
　（②③以外）

360 円 460 円

②住民税非課税世帯に属する人
　（③以外）

210 円 210 円

過去１年間の入院日数が
90日を超えている場合

160 円 160 円

③②のうち、所得が一定基準
に満たない人（70歳以上）

100 円 100 円

医療療養病床に
入院している
65歳以上の患者

平成30年
3月31日まで

平成30年
4月1日から

①医療の必要性の
低い人

（医療区分Ⅰの人）
370 円 370 円

②医療の必要性の
高い人

（医療区分Ⅱ、Ⅲの人）
200 円 370 円

平成30年4月から入院時の食費負担などが
変わりました

1 2
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　標準報酬月額28万円以上の現役並み所得区分を3段階に細分化し、自己負担限度額が下表のように引き上げられました。

「現役並み」の区分では、高額療養費の外来（個人ごと）の限度額が廃止されました。また、標準報酬月額26 万円以下の

「一般」の区分については外来の自己負担限度額が引き上げられました。

平成30年8月から70歳以上の高額療養費・
高額介護合算療養費の自己負担限度額が引き上げに

※1　対象世帯に70～ 74歳と 70歳未満が混在する場合、まず70～ 74
歳の自己負担額に70歳以上の限度額を適用した後、残る負担額と
70歳未満の自己負担額を合わせた額に70歳未満の限度額を適用。

※2　介護サービス利用者が世帯内に複数いる場合、医療保険分は19万円、
介護保険分は31万円の限度額を適用。

高額療養費 高額介護合算療養費

区分
70歳以上の自己負担限度額※1（世帯ごと）／月額 70歳以上の自己負担限度額※1

／年額（8月 1日～翌年 7月 31日）外来（個人ごと）／月額

現
役
並
み

Ⅲ
標準報酬月額
83万円以上

252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）× 1％
〈140,100 円〉

212 万円

Ⅱ
標準報酬月額
53万～ 79万円

167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）× 1％
〈93,000 円〉

141 万円

Ⅰ
標準報酬月額
28万～ 50万円

  80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）× 1％
〈44,400 円〉

67万円

一般
標準報酬月額
26万円以下

18,000 円
（年間上限 144,000 円）

57,600 円
〈44,400 円〉

56万円

Ⅱ住民税非課税
8,000 円

24,600 円 31 万円
Ⅰ住民税非課税

（所得が一定以下）
15,000 円 19 万円※2

「現役並み」の区分Ⅰ、Ⅱの人は、窓口支払い時に「限度
額適用認定証」を提示すると、区分に応じた自己負担限
度額までの支払いですみます。

〈　〉は直近12カ月間に同じ世帯で3カ月以上高額療養費に該当した場合の4カ月目以降の金額です。

Health  Information

　入院時の食事費用のうち調理費相当額が引き上げられ、4月
から1食当たりの負担額が460円になりました。

〈入院時１食当たりの負担額〉

〈医療療養病床入院時１日当たりの居住費負担額〉

　医療療養病床（長期にわたり療養が必要な患者のための病床
で医療保険から給付を受けるもの）に入院する65歳以上の患
者の居住費（光熱水費相当）が、医療の必要性が高い人につい
ても370円に引き上げられました。

※②③に該当しない指定難病、小児慢性特定疾病の患者負担額
は260円で据え置き

※指定難病患者、老齢福祉年金受給者は負担なしで据え置き

入院時の食費負担が
1食460円に

65歳以上の医療療養病床入院時の
居住費負担が1日370円に

平成 30年
3月31日まで

平成 30年
4月1日から

①一般
　（②③以外）

360 円 460 円

②住民税非課税世帯に属する人
　（③以外）

210 円 210 円

過去１年間の入院日数が
90日を超えている場合

160 円 160 円

③②のうち、所得が一定基準
に満たない人（70歳以上）

100 円 100 円

医療療養病床に
入院している
65歳以上の患者

平成30年
3月31日まで

平成30年
4月1日から

①医療の必要性の
低い人

（医療区分Ⅰの人）
370 円 370 円

②医療の必要性の
高い人

（医療区分Ⅱ、Ⅲの人）
200 円 370 円

平成30年4月から入院時の食費負担などが
変わりました

1 2

医師や各分野のエキスパートがあなたのご相談をお待ちしております
自動音声ガイドが各サービスをご案内しますので、ご希望のサービス番号をプッシュしてください

このようなことでお悩みのときは、気軽にお電話ください！

0120-921398

病気・けが・
時間外診療

育児・介護・
小児救急

ストレス・
うつ・悩み 名医紹介

専用番号

相談料・通話料 無料　プライバシーは厳守します相談料・通話料 無料　プライバシーは厳守します

携帯電話も
OK!

ファミリー健康相談
メンタルヘルスカウンセリング

あなたとご家族の
健康生活をサポートする

医院

病　院

組合会議員の改選
任期：平成29年4月10日～平成31年4月9日　　　　　　　　

理事長　横山 順治郎 常務理事　大西 昭彦 監事　岡本 祥司 監事　樋口 達至

OTG健康保険組合の組合会議員の改選が
このほど実施され、議員・理事ならびに役員が
選出されましたので、お知らせします。

公　告
●事業所名称の変更
（新）大阪トヨペットグループホールディングス	
	 株式会社
（旧）横山商事株式会社
　変更年月日　平成30年1月11日

●事業所の合併
トヨタカローラ大阪株式会社とトヨタカローラ	
浪速株式会社の合併に伴い、トヨタカローラ	
浪速株式会社の事業所が廃止になりました。
　廃止年月日　平成30年5月1日

選定議員（氏名の◎印は理事、○印は新任）
◎ 横山順治郎 大阪トヨペット㈱
◎ 横山昭一郎 大阪トヨペット㈱

奥田　正美 トヨタカローラ大阪㈱
◎ 大内　伸次 ネッツトヨタ中央大阪㈱
◎ 上田　典昭 トヨタL&F近畿㈱
○ 藤敦　秀二 滋賀トヨタ自動車㈱
○ 吉川　敦巳 ネッツトヨタ滋賀㈱

津本　和信 ㈱トヨタレンタリース大阪
岡本　祥司 ㈱オーアイエスコム

◎○ 小坂　方人 大阪トヨペットグループホールディングス㈱
◎ 大西　昭彦 OTG健康保険組合

互選議員（氏名の◎印は理事、○印は新任）
◎ 野口　昌孝 大阪トヨペット㈱
◎ 芦田　直之 大阪トヨペット㈱

大木　秀文 大阪トヨペット㈱
◎ 齊藤　善清 トヨタカローラ大阪㈱

樋口　達至 ネッツトヨタ中央大阪㈱
林　　智之 トヨタL&F近畿㈱
上田　展也 滋賀トヨタ自動車㈱
藤井　　勝 ネッツトヨタ滋賀㈱

◎ 吉田　一成 ㈱トヨタレンタリース大阪
◎ 小山　栄司 大阪トヨペットロジスティック㈱
○ 樋野本順治 ㈱トヨタテックス大阪
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３品そろう!

簡単レシピ

低
脂
肪
で
食
物
繊
維
た
っ
ぷ
り
レ
シ
ピ

あじのソテー
フレッシュトマトソース添え
なす………………………………１本（100g）
ズッキーニ………………………1/3 本（40g）
ミニトマト………………………６個（90g）
　　砂糖…………………………小さじ 1/2
　　塩……………………………小さじ 1/4
A　バジル（粉）…………………少々
　　酢……………………………大さじ１
　　オリーブオイル……………小さじ１
あじ（３枚おろし）………………２尾分
塩・こしょう……………………少々
小麦粉……………………………大さじ 1/2
オリーブオイル…………………大さじ 1/2

①なすを縦４等分に切る。ズッキーニを輪切りにする。ミニ

トマトを縦４等分に切る。

②ボウルにミニトマトを入れてフォークの背で軽くつぶし、

Aの材料を記載されている上から順に入れて混ぜ合わせ、

ソースを作る。

③あじに軽く塩・こしょうをし、小麦粉をまんべんなくまぶす。

④フライパンにオリーブオイルを入れて中火にかけ、③のあ

じを入れて２分ほど焼いたら裏返し、なすとズッキーニを

加える。

⑤全体に火が通ったら、あじ、野菜を器に盛り付け、②のソー

スを添える。

作 り 方

1人分

176kcal

塩分 1.2g

材 料（２人分）

ポイント
ソースは、ミニト
マトを軽くつぶ
して、材料を混ぜ
合わせるだけ。加
熱調理をしない
分、調理時間を短
縮できます。

◦料理制作
柴田真希

（管理栄養士）

不飽和脂肪酸のDHAや EPAを含んでいます。これら
には血中の中性脂肪の低下や、血栓ができるのを防ぐ
働きがあります。アミノ酸の一種であるタウリンも含
み、肝臓の機能を高める効果や血中コレステロールの
分解を促す効果も期待できます。

◦撮影　花田真知子
◦スタイリング　佐藤絵理

注目
食材 あじ
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乾燥ひじき……………５g
枝豆（さや入り・ゆでたもの）
………………………50g（正味25g）
にんじん………………1/5本（30g）

　　梅干し…………1個（10g）

A　
砂糖……………小さじ１

　　酢…………………小さじ２
　　ごま油……………小さじ１

〈下準備〉乾燥ひじきは水で戻して洗い、ザルに上げて水切りしておく。

①枝豆をさやから取り出す。にんじんを千切りにする。梅干しは種を

取り除き、包丁で細かくたたいてペースト状にする。

②ボウルにAの材料を記載されている上から順に入れて混ぜ合わせる。

③②のボウルの中に、水気をよく切ったひじき、枝豆、にんじんを入

れて混ぜ合わせ、器に盛り付ける。

①キウイフルーツ、アボカドはそれぞれ皮をむく。飾り用にキウイフルーツのいちょ

う切り、アボカドの半月切りを少量作り、残りをざく切りにする。

②ボウルに飾り用以外の①とヨーグルトを合わせて、ハンディミキサーでなめらか

になるまで攪
かく

拌
はん

する。

③器に注ぎ、飾り用のキウイフルーツとアボカド、ミントの葉を飾る。

キウイフルーツ… １個（100g）
アボカド………… 小 1/2 個（50g）
ヨーグルト……… 100g
ミントの葉……… 適量

ひじきと枝豆のサラダ

アボカドとキウイフルーツのヨーグルトスムージー

作 り 方

作 り 方

1人分

57kcal

塩分 0.5g

1人分

104kcal

塩分 0.1g

コレステロール値（LDL）や中性脂肪値が気になる人の食べ方・食材選びのコツ

市販のお惣菜等を利用するときは…

　バターや肉類など動物性脂肪に多い飽和脂肪酸のとり
すぎは、LDL（悪玉）コレステロールや中性脂肪を増加
させるので、気をつけましょう。植物油や青魚などに多
く含まれる不飽和脂肪酸との摂取バランスが大切です。
また、レバーなどの内臓や魚卵など、コレステロールの

多い食品も控えめに。
　一方、おすすめなのが食物繊維。とくに、血中コレス
テロールを下げる効果がある水溶性食物繊維は、海藻、
きのこ、野菜、果物、豆類などに含まれています。いろ
いろな食材を食事の中に取り入れましょう。

　あじやさば、さんまなどの青魚には不飽和脂肪酸のDHA や
EPAが豊富に含まれています。これらの魚の焼き物や煮物のほ
か、手軽に食べられるさばの水煮缶などもおすすめです。
　食物繊維をとるためにサラダを選ぶときは、野菜だけでなく

海藻や豆が入ったサラダを選ぶとよいでしょう。また、もずく
酢やめかぶを1品追加したり、みそ汁を具だくさんにするの
もおすすめです。即席みそ汁に、カットわかめを追加するだけ
でも、食物繊維の摂取量アップにつながります。

材 料（２人分）

材 料（２人分）

注目
食材 枝豆

大豆のさやが青いうちに収穫したもの。大豆同様、食物
繊維が豊富に含まれ、水溶性食物繊維には余分なコレス
テロールを排出する働きがあります。大豆には少ないβ -カロテンやビタミ
ンCも含みます。

食物繊維が豊富な果物。水溶性食物
繊維も含まれるので、血中コレステ
ロールを下げる効果が期待できます。栄養価が高く、
オレイン酸などの不飽和脂肪酸、ビタミンEやビタ
ミンB群、カリウムなども豊富に含みます。

ハンディミキサーがない場合はミキサーでもよい。

梅干しはペースト状になった市販品を使ってもよい。
水戻し不要の生ひじきやドライパックのものを使う場合は約40g使用します。

注目
食材 アボカド
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毎日の生活を、健康でいきいきと過ごすために —
当健保組合の保健事業を積極的に活用して、健康維持・増進にお役立てください。

保健事業のごあんない

40歳未満の被扶養者の方を対象とし、人間ドックコース・生活習慣病コース・定期健康診断コース
を設け期間限定で健診をご案内します。
※対象となる方には、ご自宅へ10～11月頃案内予定です。当健保組合指定の健診機関に限り受診可能です。

スマイル健診（対象年齢：40歳未満の被扶養者）

40〜74歳の被保険者とご家族を対象に、生活習慣病予防のための 
メタボリックシンドローム※を判定する健診・保健指導を行います。
ご家族のみなさんも積極的に受診してください。

特定健康診査・特定保健指導

※�特定健康診査とは、40～74歳の被保険者とその家族を対象に、メタボリックシン
ドロームに着目した生活習慣病予防のための健診です。この結果をもとに、内臓脂
肪蓄積の程度と「血圧」「脂質」「血糖」等の生活習慣病のリスク要因の数によって
リスクの高さをわけ（階層化）、積極的支援、動機付け支援に該当した方へ生活習
慣改善のための特定保健指導を行います。特定保健指導の案内が届いた方はご自身
の健康を見直すためにも積極的にご活用ください！

無料

事業所における定期健診と兼用であり、特定健康診査の検査項目を含み、詳細な検査を追加していま
す。
40歳以上の方が受診した場合は、特定健康診査を受診したものとみなされます。

※受診する健診機関によっては異なる場合があります。詳細は事業所からの案内をご覧ください。

総合健診（基本対象年齢：30歳・35歳、40歳以上の被保険者） 本人負担4,000円

短期人間ドック（基本対象年齢：40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳の被保険者） 本人負担7,000円

特定健康診査の基本項目を含み、詳細な検査を設定しています。
40歳以上の方が受診した場合は、特定健康診査を受診したものとみなされます。

※受診する健診機関によっては異なる場合があります。詳細はご自宅にお送りしている案内をご覧ください。

家族総合健診（対象年齢：40歳以上の被扶養者） 本人負担4,000円

OTG健康保険組合

日本人の主な死因別死亡数の割合

出典：
平成28年人口動態統計月報年計（概数）

がん
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専門の機関と契約し、病気やけが、育児、介護、心の悩みなどについての無料電話相談を開設してい
ます。心の相談については、全国の提携カウンセリングルームで面接カウンセリングも受けられます
（年５回まで無料）。相談者のプライバシーは、事業所や当健保組合には報告されませんので、安心
してご利用ください。

毎年、流行するインフルエンザ。予防にはワクチンの接種が有効です。当健保組合では、被扶養者を
対象にインフルエンザ予防接種の費用補助を実施します。
接種費用のうち2,000円を上限に費用補助します。10月～12月に実施する予定です。

▶「赤ちゃんとママ」の送付
赤ちゃんが誕生されて１年間、毎月送付します。

▶「保険のしおり」の配布
新入社員を対象に「社会保険の知識」を配布します。

▶「けんぽニュース」の発行
当健保組合の予算・決算のお知らせをはじめ、制度解説
や疾病予防などを掲載し、発行します。

▶「医療費通知」・ 
   「ジェネリック医薬品切り替え通知」の送付

ご家族の医療費の明細を年１回送付します。その際に 
「ジェネリック医薬品切り替え通知」も同時に送付します。

▶  ホームページの運営

ファミリー健康相談・メンタルヘルスカウンセリング

インフルエンザ予防接種の費用補助

保健雑誌の郵送

その他の事業

詳しくは、当健康保険組合のホームページをご覧ください
HPアドレス　http://www.otgkenpo.or.jp

無料

2,000円を上限に費用補助

無料

　otg
健保組合

医療
費通
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健保
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